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l. 日本最古の本格的寺院・飛烏寺
日本最古の本格的な寺院である飛鳥寺の発堀調査は、奈良国立文化財研究所によって1956年
から3次にわたって実施された。 この調査によって、塔を中心に、 東西および北に三金堂、 回
廊をへだてて北に講堂を配置する主要伽藍の姿が明らかにされた。 飛鳥寺の主要伽産は続く 7
世紀以降に建設された多くの寺院と異なっており、間題を投げかけることとなった。 また、塔
跡の調査では、心礎が確認されるとともに、多くの舎利具が発見された。 これらには以後の寺
院でも舎利具として用いられるもののほかに、 日本古1買時代の伝統的な副葬品として用いられ
る品日も含まれていたので、 一層注日されることになった。
本稿では、飛鳥寺の発掘調査報告書(奈良国立文化財研究所1958)によって、飛鳥寺出土の
舎利具を紹介するとともに、 古1買出土資料と比較してその意味を考えてみたい。
2. 飛鳥寺塔跡出土の舍利具
( l )  塔跡の沿革
周知のように、 日本書紀には、崇峻天皇元年に百済から仏舍利が献じられたことを受けて蘇
我馬子が寺を造営したことが伝えられている。 この寺こそが飛鳥寺である。 その塔は推古天皇
元年(593)正月に仏舎利を刹柱礎(心礎)に置き、翌年11月には造り終わった、と伝えられ
ているo
飛鳥寺は造営以後、大化の改新など多くの歴史的な場面で登場し、飛鳥、奈良時代には四大
寺に数えられ、 平安時代には本元興寺と呼ばれてしばしば正史に登場する。 飛鳥寺の終末は明
らかではないが、塔は建久七年(1196)6月17日雷火によって焼失し、御舎利数百余粒、金銀
器物などが掘り出されたことが伝えられている。
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(2) 舎利具の出土状況と心礎、 舎利孔
塔跡の発掘調査では、40尺(l2m)四方の理上積基壇が確認された。 基壇周囲では焼け面が
残り、 創建当初の塔が建久七年まで存続し、 雷火で焼失したことが実証された。 基壇の南北に
は階段が取り付く 。 基壇外周には雨落ち石数きがめぐる。 塔の上面は後世の投乱や削平のため
に過存しなかったので、 礎石等は確認されなかった。 基壇本来の高さは残された基l通上面より
もさらに少なくとも2尺(60cm)以上は高かったと推定されている。 ( 図 l )。
残存した基l理の上面では、 中心部に直径約2mの大きな穴が確認された。穴の断面は漏斗状
で、 内部には瓦際と木炭が詰まっていて、 掘り下げると穴の底から石酒が発見された。 石酒は
長さ 75cmほどの花崗岩を2個組み合わせたもので、内部を抉つて直径21cm、深さl5cmの円
錐形空間を作り出してある。この空間の中に木箱に入つた金銅製舎利容器が埋納されていた(図
2)。木箱の中には、金銅製舎利容器と少量のトンボ玉、號珀片などが入れられており、石酒内
の木箱の外側の空間には、ガラス玉2,630個、金銅製鈴7個、金銅製の小円板146個、號珀片200
個が詰め込まれていた。 これらの石酒および舎利容器、 玉類、 垂飾りなどは、 建久七年の焼失
時に掘り出された舎利具を再度埋納したものと判断された。
石種の下層、石種直下から心礎上面にいたるまで、木炭と人為的に埋め戻した土が互層となっ
て充満しており、 建久七年の焼失時に心礎上面まで掘り返され、 その後埋め戻されていること
が判明した(図2)。坪井清足氏による調査状況の説明(坪井l985)によれば、 この埋め戻され
た土からも取り残されていた玉類や装飾品が出土している。
心礎は、残存する基壇上面の下から約1.5mで発見された(図3)。東西約2.6m、南北2.4m
のやや不整な方形で、 中央部分約1.6m 四方を平坦に仕上げその中心に約30cm四方、深さ20
cmの方形の孔を穿つ。 孔の周囲と、 その四辺中央から外方にむけて浅い排水溝が刻まれている
(図4)。方形孔には本来、落とし蓋があり、内部には玉類などの荘厳具が納められていたと見ら
れている。
この方形孔の四壁は垂直に造られているが、東壁の下部に幅、高さ、奥行きともに約12cmの
小孔が横方向に穿たれている(図4)。 この小孔内は全面朱が塗られてぉり、本来は金銀の容器
に収めた舎利が入つていたと見られる。 残念ながら、 調査時には鎌倉時代の灯明皿が一枚残さ
れていたが、 ほかには遺物は発見されなかった。
心礎上面には金銀の延べ板、 小粒、 勾玉、 管玉などが、 木炭に混じって散乱した状態で出土
した。 建久七年に舎利具が取り出された残りと見られる。 また、 建久七年当時の堀削が及ばな
かった位置で、心礎の上面から挂甲が1両展開した状態で発見され、ほかに大理石1点、蛇行
状鉄器1点、金環3点、馬鈴l点、金銅打出金具、 ガラス小玉などが出土した。 これらは創建
当時の埋納の位置を保つていると判断された (図3)。
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図 1  飛.島寺塔跡実測図(奈良国立文化財研究所1958)
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図 2  飛.l.1t:寺端:跡建久七年焼失後の再理納孔実測図 (素良国立文化財研究所1958)
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図 3  飛f.:持塔跡心礎周辺実測図 (素良国立文化財研究所1958)
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図 4  飛l111寺塔跡心礎実測図 (奈良国立文化財研究所1958)
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(3) 舍利具
発掘調査によって飛鳥寺塔跡から出土した舎利具の多くは、 建久七年の焼失時に掘り出され
たもので、一部創建当初に埋納された状態で発見されたものがある(巻頭図版25)o 焼失時に掘
りだされた舎利具は、 鎌倉時代の舎利容器を入れた木箱内と、 石細1の内部に納められたo しか
し、鎌倉時代に埋め戻された土には玉類や装飾品が残されてぉり、 心礎上面にも多くの舎利具
が散乱していることから、 創建時に埋納された舎利具のかなりの部分が失われている可能性が
高い。 また、塔が焼失し、 舎利具が発見された時には、 金銀の舎利容器があったことが伝えら
れている。 しかし、 石栖内で発見された舎利容器は、 鎌倉時代のもので、 記録に残された金銀
の舎利容器は現存しない。
このような状況から、 飛鳥寺の塔心礎に埋納された舎利具の全体像は、 必ずしも明らかでは
ない。しかし、残された資料群にも多様な品日があり、舎利具の様相を知ることが可能である。
以下は残された舎利具の品日と数量である。
装身具:玉類 勾玉4(硬玉製丁字頭勾玉、 硬玉製勾玉、 瑪]習製勾玉、 ガラス製勾玉)、 管玉
5(碧玉製)、 切子玉2(水晶製)、 空玉3(銀製)、 山拒玉(銀製)、 丸玉1(赤瑪瑙製)、
トンボ玉3、 ガラス小玉2,366(鉛ガラス、アルカリ石灰ガラ ス)
金環 23個以上
金 銀 : 金  延板7 小粒1
銀 延板5 小粒7
装飾品:金銅製打出金具
鍔付半球形金銅金具
金銅製理路
馬 具 : 馬 鈴
蛇行状鉄器
武 具 : 挂 甲
その他: 金銅鈴
刀子
雲母片
円形l4、 杏葉形28以上
8
146以上
l
l
1
7
7 (ほかに破片5)
以上の舎利具の中で、多種多様な玉類は、残念ながら原位置が失われているために種類や数
量は特定できないが、首飾りなどの装身具の一部であったと見られる。 また、金銅製の金具は、
布にくくりつけられていた飾り金具と見られる。 馬具と武具は一連のものであるが、 原位置を
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図 5  飛島寺塔跡出土舎利具実測図 (奈良国立文化財研究所1958)
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図 6  藤ノ木古城出土金銅製剣菱形金目 (河上邦彦ほか1987)
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保つていた挂甲は草招り、肩鎖までが揃つているのに対して、馬具は馬装全体のごく 一部しか
確認できない(図5)。建久七年に掘り出された際に、失われてしまった可能性もあるのだろう o
3. 後期古墳、 終末期古墳の出土遺物と飛烏寺の合利具
飛鳥寺塔跡出土の合利具の品目は、 失われてしまった部分があるにしろ、 おおよそ上記の通
りである。 これらのうち金、銀、玉類などは、飛鳥寺以後に建立された寺院の舎利具に共通す
るものだが、そのほかに舎利具としては一般的でないものも多い。以下品日ごとに、主として
飛鳥寺建立とほぼ近い時期に築造され、 その副葬品の全容が判明している藤ノ木古1買の出土資
料 (奈良県立極原考古学研究所l995) と比較しながら見ていきたい。
( l )  装身具
① 勾玉 ・管玉・切小玉
玉類には、 日本列島で伝統的に使われていたものと、 新しい様相のものが混在する。 伝統的
な玉には勾玉、管玉、切子玉がある。周知のように勾玉は、日本では縄文時代以来使われてき
た代表的な玉で、 古;廣時代にも多用された。 古;噴時代前期には翡翠が好まれ、 後期には コの字
形になり、瑪增製が增加する傾向がある。飛鳥寺塔跡出土の勾玉4点のうち瑪職製のものは、形
態、 材質ともにまさに古境時代後期に古境に副葬された一般的な勾玉そのものであるo
管玉も、 弥生時代以降一般的に用いられる。 著名なものとしては、 吉野ヶ里遺跡の1買丘墓内
要棺から出土したガラス製のものがある。 古:噴時代には碧玉製が一般化し、 勾玉などと組み合
わせて首飾りに用いられることが多い。飛鳥寺塔跡出土の管玉の5点は、 いずれも長さ 2cm前
後、碧玉製である。勾玉のいずれかとともに首飾りの一部を構成したものかもしれない。
切子玉は、朝鮮半島南部や日本の古環時代後期に用いられたもので、水晶製が一般的である。
② ガラス小玉
ガラス小玉も、古:噴時代の副葬品に多くの類例がある。ただ、飛鳥寺塔跡の紺色、青、緑、紫、
黄色、赤に色分けされた総数2,366点以上にのぼるガラス小玉の存在は、古墳時代中期以前には
知られていない。 これらのすべてが、 同じ装身具のものか否か定かではないが、 全体の様相は・、
藤ノ木古墳北側被葬者が頭部から腰にかけて身につけていた被り物に類似する。 すなわち、 藤
ノ木古墳北側被葬者の被り物(図7)は、大小のガラス玉で構成されてぉり、頸部から腰にかけて
は1l,058点以上に及ぶオレンジ色、緑、青、黄色の4色の小玉がつづられている。ガラス小玉
は;確のようにつづられ、 縦条ごとに明瞭に色分けされていたというo
また、 奈良県牧野古墳では、横穴式石室内の組合石棺から約l3,000個のガラス小玉が出土し
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図 7  藤ノ木古境北側被葬者装身具装着復原図 (河上邦彦ほか1987)
図 8  酒巻14号擴出土蛇行状鉄器装着馬形增輪実測図 (中島洋一ほか1988)
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た(河上邦彦ほかl987)。 すべて紺色で、 多く は約50 cmの範囲内で出土し、 一部で亀甲文と推
定される配列が観察されたという。報告者は、これらが40 cm 四方の布に縫いつけられていたと
考え、 玉をつけた冠のような装身具を推定している。飛鳥寺塔跡に、 本来どれぐらいの数量の
ガラス玉が埋納されていたかは明らかではないが、 このような類例を見れば、 ガラス玉をっづ
り合わせた飾り物があった可能性も考えられよう。
③ 耳飾り
耳飾りでは金環が23点出している。l点が中空金銅製で、ほかはいずれも銅芯金貼りである。
日本の古墳時代後期の副葬品として比較しても一般的なものであり、その出土は全国に及ぶ。藤
ノ木古墳の南北の被葬者も、 それぞれ一対の金環を装着して葬られている。
④ 装飾品
装飾品はいずれも部分がバラバラに出土してぉり、 本来どのようなものであったかを推定す
ることは難しい。 その中にあって、杏葉形の金銅製打出金具は、藤ノ木古墳に類例がある (図
6)。 北側被葬者に伴つて出土した金銅製剣菱形金具がそれで、 大小の2種がある。 そのうちの
大型品は、 飛鳥寺出土資料とほぼ同形同大で、 同じ用途が推測される。 藤ノ木古墳例は、 北側
被葬者の頭部から腕にかけて広がる装身具(図7)に取り付けられたと考えられている。 飛鳥寺
出土例も同様で、 文様が共通する円形の金具も一連のものと考えたい。
l46個出土した理珞、金銅製円板は、直径l.4cm、中央に孔を穿ち、銅線でっ り下げたもので
ある。藤ノ木古墳から出土した金銅製円板は、飛鳥寺例よりもやや大きいが同様の形状で、布
に取り付けられた飾りと見られてぉり、 飛鳥寺例も同様であった可能性が高い。
⑤ 馬具と武具
馬具には青銅製の馬鈴1点と蛇行状鉄器がある(図5-l̃4)。馬具全体からみればごく 一部に
すぎず、多くは失われてしまったのかもしれない。古墳時代中期になって、 日本列島に馬と馬
に関わる文化が伝えられて以来、馬具は古類に副葬されるようになり、6̃7世紀には多くの横
穴式石室を持つ古墳や横穴などから出土する。その中でも蛇行状鉄器は類例が限られてぉり、長
い間その用途が不明であったが、近年馬具の一部であることが判明した。 図 8 に示した埼玉県
酒巻l4号墳から出土した馬形埴輸には、鞍の後ろから曲がりくねって、 ソ ケ ッ ト 状 の う け を
もった道具が伸びているが、 それが蛇行状鉄器を表現したものである(中島洋一ほかl988)。蛇
行状鉄器は、このソケットに旗を差し込む道具であったのである。このような道具の類例は、朝
鮮半島および日本列島の西日本から関束地方まで知られている。高句麗の古;噴壁画などでは、馬
鎧を着装した馬に伴つて描かれることが多く、馬甲、馬繼、それに騎乗の武人が身につける挂
甲などと蛇行状鉄器が、 セットで用いられていた可能性が考えられている。
唯一の武具である挂甲は、 鉄小札を革紐か組紐でっづり合わせて作られる。 古墳時代中期に
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朝鮮半島から伝えられ、6世紀には馬具の普及とともに一般化した。藤ノ木古填出土例をあげる
までもなく、全国的にその出土例は多い。蛇行状鉄器とともに一連の装備をなすものであろう。
4. ま と め
以上、飛鳥寺塔跡出土舎利具の出土状況とその内容を紹介し、藤ノ木古墳出土品を中心に古
墳出土資料との比較を試みた。 舎利具の全容が判明しておらず、 不明な点も多く残るが、 遭存
していた資料で見る限り、 飛鳥寺塔跡の舎利具は、 失われた金銀の舎利容器のほかに、 金銀の
延べ板、粒、勾玉、管玉を組み合わせた伝統的な首飾り、多色のガ ラ ス小玉を連ねた飾り物(髪
飾りか)、 円形や剣菱形の金銅金具を綴じ着けた飾り物 (装身具)、 金銅製の小さな飾りを綴じ
着けた布、 馬具と武具で構成されたようである。
これらの内、舎利容器や金銀は舎利具として一般的なものである。 しかし、首飾りや装身具、
馬具、 武具は、 まさにこの時期日本列島で築造されていた古;噴の横穴式石室に副葬された品日
と変わらない。 また、舎利具は舎利孔内にも多く納められたであろうが、 ほかに心礎の上面に
置かれたものがあり、後者は横穴式石室内の副葬品の配置を思わせる。 つまり、飛鳥寺塔跡の
舎利具には、 品日や埋納状況において当時の日本列島の横穴式石室の副葬品ときわめて強い共
通性を見いだすことができる。 日本列島で初めて建立された本格的な寺院、 飛鳥寺の中心をな
す塔の舎利具には、伝統的な古墳祭祀の影響を認めることができるのである。
一方、 奈良県水泥古墳 (猪熊兼勝ほかl979) の石室内に安置された家形石棺に運華文が描か
れたり、 本来仏具である銅鏡が古墳の副葬品として一般化するなど、 日本列島の伝統的な古墳
にも仏教の影響が色濃く現れる。
このような状況は、 日本列島において仏教伝来以後、 新来の仏教が列島の伝統的な古擴祭記
との融合の過程を経て受容されていったことを示しているのだろう。
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